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連結子会社の清算に伴う債権放棄の見込みに関するお知らせ 

 

 当社は、平成２１年７月１０日付「エンジニアリング事業の再編について」において開示し

ましたとおり、エンジニアリング事業の再編を進めておりますが、同事業再編に伴い、当社連

結子会社である株式会社テクシオに対して債権放棄を実施する見込みが生じましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当該連結子会社の概要 

（１）商号      株式会社テクシオ 

（２）本店所在地   東京都町田市鶴間１８５０－１ 

（３）代表者     取締役社長 前田圭一郎 

（４）事業内容    電源・計測器・二次電池用充放電検査装置等製造 

（５）設立年月日   平成８年７月１日 

（６）資本金     ８０百万円 

（７）株主      日本毛織株式会社７８.４％、その他２１.６％ 

（８）総資産     ２,３１７百万円（平成２０年１１月３０日現在） 

（９）純資産      ▲５８６百万円（平成２０年１１月３０日現在） 

（10）当社との関係  当社は同社に対して出資し、出向者を派遣しておりますが、営業取引

はありません。 

    

２．事業再編の内容および債権放棄の理由 

（１）現在のエンジニアリング事業は、㈱ニッケ機械製作所・㈱テクシオ・㈱システム開発の

グループ子会社にて運営しておりますが、事業所が分散しており技術面におけるシナジー

効果の追求が課題となっていました。今般、これらの子会社が運営している事業のなかで、

画像検査装置事業、電源・計測器・二次電池用検査装置事業、半導体・電子部品関連事業

を再編し、収益性・効率性の改善をはかるとともに開発力の強化を目指すこととしており

ます。 



（２）今回の再編のなかで、㈱テクシオの事業につきましては、新会社ニッケテクノシステム

（仮称）に対して譲渡を行い、同社において当該事業を継続してまいります。 

事業譲渡後の㈱テクシオにつきましては会社清算を予定しており、同社に対する債権に

ついて債権放棄を実施する見込みとなりました。なお、㈱テクシオの子会社につきまして

は、現在検討中です。 

    

３．債権放棄の見込み額   貸付金 １,５５５百万円 

 

４．今後の見通し 

（１）個別業績に与える影響額 

   当該債権ついては既に貸倒引当金７５５百万円を設定しており、当年度に貸倒引当金の

追加繰入８億円を特別損失として計上する見込みです。当該影響額につきましては、平成

２１年７月１０日に開示しました業績予想に織り込み済みです。 

（２）連結業績に与える影響額 

   当該債権は連結消去されるため、連結業績に与える影響はございません。 

   なお、㈱テクシオの会社清算を含めたエンジニアリング事業の再編にかかる費用につき

ましては、平成２１年７月１０日に開示しましたとおり約７億円の特別損失を見込んでお

り、同日開示しました業績予想に織り込み済みです。 

   

以 上 


